
令和元年度清須市認知症施策について 

 

 

 

 

１ 普及啓発・本人発信支援 

 ○認知症に関する理解促進 

■ 清須市のキャラバンメイト及び認知症サポーター数      （令和元年 6月末現在） 

認知症キャラバンメイト数 実人数 146 人 

認知症サポーター数 延べ 8,166 人 

※キャラバンメイトとは…認知症サポーターを養成する「認知症サポーター養成講座」を開催し、講師役を務めて 

いただく方（キャラバンメイト研修の受講、登録が必要） 

※認知症サポーターとは…認知症について正しく理解し、認知症の人や家族を温かく見守り、支援する応援者 

市町村や職場などで実施されている「認知症サポーター養成講座」を受講した方 

■認知症サポーター養成講座 

開催数及び受講者数                     （各年度 3月末） 

種 別 平成 25 年 平成 26 年 平成 27 年 平成 28 年 平成 29 年 平成 30 年 

開催数 20回 26回 28回 16回 13回 16回 

養成数 634人 1,078人 1,212人 807人 601人 584人 

小学校 

（再掲） 

0校 4校 3校 4校 4校 4校 

0人 293人 118人 349人 207人 192人 

中学校 

（再掲） 

3校 3校 4校 4校 4校 2校 

97人 82人 238人 263人 229人 150人 

累計  3,740人  4,818人  6,030人  6,837人 7,438人 8,022人 

   （参考）学校以外の実施状況（平成３０年度） 

    市民公開講座、寿会・ブロック社協、小売業、サービス業、医療機関 

 ■認知症サポータースキルアップ講座の開催 

■その他普及啓発事業 

・認知症簡易チェックサイト 

・「清須市認知症ケアパス」冊子を作成 

・認知症キャラバンメイト連絡協議会 

・市民公開講座「認知症サポーター養成講座」（9月 5日実施） 

・行政出前講座や福祉学習会などで認知症に関する講座 

○相談先の周知 

 ■地域包括支援センター（総合相談）の周知 

   チラシの作成、福祉出前講座等での周知、認知症ケアパスへの掲載、市・社会福祉協議会のホームペ

ージや広報掲載など 

 ■認知症ケアパスの活用 

 

２．予防 

  ○認知症予防に資する可能性のある活動の推進   

■身近な場における認知症予防に資する可能性のある各種活動を推進 

 ＜いこまいか教室の開催＞ 

   週 1 回１時間運動を行う団体に市が無料で運動インストラクターを派遣。運営主体は市民。 

 ＜清須市民げんき大学の開催＞ 

   愛知医療学院短期大学との官学連携事業で、65 歳以上対象に介護予防や地域活動について年間を通

して学ぶ（全１６回） 

 

認知症施策推進大綱 ５つの柱 

① 普及啓発・本人発信支援   ②予防   ③医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 ④認知症

バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援  ⑤研究開発・産業促進・国際展開 



 ＜チャレンジ教室の開催＞ 

   タブレットを使い会話を愉しみながら脳トレを行う教室。概ね週１回を４会場で年間を通して実施。 

  ＜やろまいか教室の開催＞ 

   アルコ清洲でほぼ毎週金曜日に行う運動教室。アリーナ全体を使用し、コグニサイズも含めた運動

を行う。 

＜地域サロン応援講座の開催＞ 

   リハビリ専門職が地域のサロンに出向き、介護予防に関する知識の普及やサロンで継続して出来る

体操などの講座の実施。 

  ＜体力測定＞ 

   体力測定と共に希望者へ認知機能検査を実施。結果を個別通知。 

  ＜通所型サービス＞ 

   ・きよす元気アップサービス 

３．医療・ケア・介護サービス・介護者への支援 

 ○早期発見・早期対応、医療体制の整備 

   ＜総合相談の実施＞ 

   ＜認知症初期集中支援チーム＞ 

     ＜認知症地域支援推進員の設置＞ 

   ＜認知症ケアパスの更新作成＞ 

 ○認知症の人の介護者の負担軽減の推進 

   ＜認知症カフェの普及＞ 

   ・認知症（福祉）カフェ 

     介護者の精神的身体的な負担の軽減や、生活と介護の両立を支援する取組 

実施場所 

名 称 

ペガサス春日 喫茶コーナー 清洲の里 

福祉カフェ「なごみ」 福祉サロン「かぼちゃカフェ」 

開設日時 
第 1・3土曜日  

午前 10 時～12 時  

第 3 火曜日  

午前 10 時～12 時  

運  営 ボランティア ボランティア 

・福祉カフェ連絡会 

      福祉（認知症）カフェ実施機関が集まり情報の共有・交換を行う。 

   ・家族介護者交流事業（地域包括支援センター） 

内 容 回 数 等 会  場 

家族介護者交流 

カフェ 

8 回 

1 時間 30 分程度 

清洲総合福祉センター、春日老人福祉センター 

にしびさわやかプラザ、新川福祉センター 

介護講座 2 回、2 時間程度 清洲総合福祉センター 

リフレッシュ事業 1 回、日帰り旅行 犬山方面 

 

４．認知症バリアフリーの推進・若年性認知症の人への支援・社会参加支援  

 ○地域支援体制の強化・・・参考資料１    

   ・地域の見守り体制の構築支援 

 ○成年後見制度の利用促進 

 ○虐待防止施策の推進 

 ○若年性認知症の人への支援 

   ・認知症ケアパスに相談機関の掲載 

 ○社会参加支援 

   ・サロン等の地域活動の支援 

資料２ 


